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生活が見られてよかった。（小学校外国人児童
生徒教育担当教員）
〈全体を通して〉
・様々な視点とアットホームな雰囲気作りを用意し
ていただきありがとうございました。公立小中教
員、大学関係者、大学学生、NPO関係者、ボラ
ンティア支援者、当事者の子どもたち、国等の
行政担当者が一堂に集まる機会はめったにない
ので、大変有意義でした。（他大学教員）
・HANDSの活動にさらに興味を持ち、あらゆる
テーマに対して議論している中で気づけたこと
もたくさんあり、とても貴重な体験が出来まし
た。ムイントオブリガ ドー！（外国につながりのあ
る県内高校生）
2013 年度第 3 回「外国人児童生徒・グローバ
ル教育推進協議会」が 2014 年 1 月 27 日（月）
に開催されました。協議会はHANDS が始まっ
てから 12 回目の開催になりますが、今回特筆す
べきは、栃木県立学悠館高等学校の福田智校長
に来ていただき、｢学悠館高校における、日本語
が不自由な生徒等への支援について｣ という題
目でお話しいただけたことです。高校関係者の
参加は初めてのことです。
HANDS は、小中学校の先生方や県内各市町
の教育委員会の先生方にご協力・ご支援いただ
きながらここまで来ましたし、その過程で様々
な関係者のつながりを作り上げてきたと思って
おります。しかし、高校の先生方とのつながり
がなかなか進まなかったという現状があります。
中学校までの外国人児童生徒教育支援について
活動していますが、高校に入学した外国人の子
どもたちが、その後どういう進学状況なのか、
高校中退の子どもがどれくらいいるのかなど、
気になりつつもその辺の実態についてはわから
ないままでありました。今回、福田校長のご協
力がいただけまして、高校の現状や課題などに
ついて多く学ばせていただきました。これを機
会に、高校の先生方ともより一層関係作りを行っ
ていきたいと考えております。
学悠館高校は、定時制と通信制で、2学期制。
在籍生徒数は、約1000人。内訳は、定時制650人、
通信制350人。広い地域から登校、多いところは、
小山 100 人、栃木 100 人、足利 100 人、宇都宮
100 人。日光、鬼怒川、那須などからも含め、全
県から通学しているそうです。
特に印象的だった話を 1 つだけ紹介します。
学悠館高校の定時制課程では約 30 名の外国籍
生徒（多くがペルーなどのスペイン語圏）が在
籍しており、優秀な成績を収める生徒から日本
語の理解が困難で単位修得がおぼつかない生徒
までいるそうです。共通して言えることは、お
金に困っている傾向があるということです。全
日制の前任校にも外国籍の生徒はいたそうです
が、言葉の問題もお金の問題もクリアされてい
て、卒業後も大学進学や就職をし、在家の生徒
はいなかったそうです。全日制と定時制では、
そこで分かれるのかな、と強調されていました。
定時制に来ても、学習意欲の高い子とそうでな
い子にわかれるのが実態で、高い子については、
アルバイトしながらも勉強し、国公立大学に入
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12 月 14 日に、「市内在住の外国人と市民のふ
れあい」を趣旨とした真岡市イヤーエンドパー
ティーが真岡市二宮コミュニティセンターで開
催されました。宇都宮大学からは、留学生 10 名
と日本人学生 4名と学生の親族 2名が参加しま
した。帝京大学や足利工業大学からも留学生が
参加しており、国際色豊かな交流会でした。
イヤーエンドパーティーでは、ペルー民族舞
踊のマリネラやタヒチアンダンスなど各地域の
伝統的な踊りや演奏が披露され、日ごろふれあ
えない海外の文化を身近に感じることができま
した。また、子供たちによる演奏や劇がとても
可愛くて印象的でした。さらには、日本舞踊や
三味線など日本の伝統芸能もあり、日本文化を
学ぶ貴重な機会でもありました。真岡さらし音
頭では、参加者全員で円となってみんな一緒に
楽しく踊る、なんて場面も見受けられました。
参加した学生からは、色々な国の人とふれあ
えてよかった、各地域の音楽に合わせてまた一
緒に踊りたいなど、大学生活とはまた違った刺
激を受けたようでした。また、中にはこのイベ
学する生徒もいるそうです。
日本語の理解が困難な生徒にとって、授業を
理解することが難しく、日本語がわからない保
護者にとって、学校に協力することが難しく、
教職員も説明責任が十分に果たせないので、年
度途中ではあったが、県教委にお願いをして、
非常勤講師を配置したとのことです。
今回主に定時制の実情や課題をお話しいただ
きまして、もっともっと高校のことについて学
ントを毎年の恒例行事にしてほしいという声も
ありました。真岡市イヤーエンドパーティーは
国籍問わず、すべての参加者にとって有益かつ
楽しい時間であったと思います。またこのよう
な機会があれば、ぜひ参加したいです。
ぶ必要を感じました。そして、高校関係者と継
続的に情報・意見交換していく場をつくること
が今後の大きな課題と感じました。
最後になりましたが、今年度も「外国人生徒
の中学卒業後の進路状況調査」を行います。2月
中に調査票を発送し、4月初旬までに回収するス
ケジュールです。関係者皆様のご理解・ご協力
をよろしくお願いします。今年度も 1年間お世
話になりました。
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